
JP 2021-59334 A5 2021.9.24

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】令和3年9月24日(2021.9.24)

【公開番号】特開2021-59334(P2021-59334A)
【公開日】令和3年4月15日(2021.4.15)
【年通号数】公開・登録公報2021-018
【出願番号】特願2021-1614(P2021-1614)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｒ  16/02     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/0481   (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/0488   (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/023    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｒ   16/02     ６３０Ｌ
   Ｇ０６Ｆ    3/0481   　　　　
   Ｇ０６Ｆ    3/0488   １６０　
   Ｇ０６Ｆ    3/023    ４６０　
   Ｇ０６Ｆ    3/02     ５２０　

【手続補正書】
【提出日】令和3年7月5日(2021.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】表示システム
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばタッチパネル式のディスプレイを備える作業車等に用いられる表示シ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記のような作業車として、例えば、特許文献１に記載のものが既に知られている。特
許文献１に記載の作業車は、タッチパネル式のディスプレイ（特許文献１では「作業情報
モニタ」）で入力された情報に基づいて、耕耘装置やローダ等の作業機の制御が行われる
ように構成されている。
【０００３】
　即ち、オペレータは、ディスプレイへのタッチ入力によって、耕耘装置やローダ等の作
業機の操作を行うことが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１２６８２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　上記特許文献１に記載の作業車のように、タッチパネル式のディスプレイを備える表示
システムにおいて、ディスプレイに、情報と、タッチ操作される複数のボタンと、が表示
される構成では、複数のボタンが表示されることにより、ディスプレイにおける情報の表
示領域が比較的狭くなる事態が想定される。
【０００６】
【０００７】
【０００８】
【０００９】
　本発明の目的は、ディスプレイにおける情報の表示領域を広く確保しやすい表示システ
ムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の特徴は、
　タッチパネル式のディスプレイと、
　前記ディスプレイに第１タッチボタンを表示させるボタン表示装置と、
　前記ディスプレイに情報を表示させる情報表示装置と、を備え、
　前記ボタン表示装置は、前記第１タッチボタンの表示状態を第１表示状態と第２表示状
態との間で切り替えることが可能であり、
　前記第１タッチボタンの表示状態が前記第２表示状態である場合、前記第１タッチボタ
ンは前記ディスプレイに表示されず、
　前記ボタン表示装置は、前記ディスプレイに、第２タッチボタンを、前記第１タッチボ
タンに隣接して表示させるように構成されており、
　前記第１タッチボタンは、前記第２タッチボタンよりも、前記ディスプレイの中央側に
位置していることにある。
【００１１】
　本発明であれば、第１タッチボタンの表示状態が第２表示状態である場合、第１タッチ
ボタンはディスプレイに表示されない。これにより、第１タッチボタンが表示されていた
領域の分だけ、情報の表示領域が広がることとなる。従って、本発明であれば、第１タッ
チボタンが常に表示され続ける構成に比べて、ディスプレイにおける情報の表示領域を広
く確保しやすくなる。
【００１２】
　また、仮に、第２タッチボタンが第１タッチボタンよりもディスプレイの中央側に位置
している場合、第１タッチボタンの表示が消えても、第１タッチボタンが表示されていた
領域よりも画面内側に、第２タッチボタンが表示されていることとなる。そのため、第１
タッチボタンが表示されていた領域は、第２タッチボタンによって、ディスプレイにおけ
るその他の領域から分断された状態となりがちである。
　そして、第１タッチボタンが表示されていた領域が、ディスプレイにおけるその他の領
域から分断された状態である場合、第１タッチボタンが表示されていた領域を情報の表示
領域の一部として利用しにくくなる。
【００１３】
　これに対して、本発明であれば、第１タッチボタンは、第２タッチボタンよりも、ディ
スプレイの中央側に位置している。そのため、第１タッチボタンの表示が消えた場合、第
１タッチボタンが表示されていた領域が、ディスプレイにおけるその他の領域から分断さ
れにくくなる。
　従って、本発明であれば、第１タッチボタンが表示されていた領域を情報の表示領域の
一部として確実に利用しやすくなる。
【００１４】
　以上のことから、本発明であれば、ディスプレイにおける情報の表示領域を広く確保し
やすい表示システムを実現できる。
【００１５】
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　さらに、本発明において、
　前記ボタン表示装置は、前記ディスプレイに、複数の前記第１タッチボタンを縦並びで
表示させるように構成されており、
　前記ボタン表示装置は、前記ディスプレイに、複数の前記第２タッチボタンを縦並びで
、且つ、複数の前記第１タッチボタンに隣接して表示させるように構成されており、
　複数の前記第１タッチボタンは、複数の前記第２タッチボタンよりも、前記ディスプレ
イの左右方向中央側に位置していると好適である。
　さらに、本発明において、
　前記第１タッチボタンの表示状態が前記第１表示状態である場合、前記第１タッチボタ
ンの操作は有効であり、
　前記第１タッチボタンの表示状態が前記第２表示状態である場合、前記第１タッチボタ
ンの操作は無効であると好適である。
　さらに、本発明において、
　前記情報は、作業車により行われる作業に関する作業情報であり、
　前記ディスプレイの外部に設けられた第１物理ボタンを備え、
　前記第１物理ボタンには、前記第１タッチボタンに割り当てられる機能と同一の機能が
割り当てられ、
　前記第１タッチボタンは、前記第１タッチボタン及び前記第１物理ボタンに割り当てら
れている機能を表示する機能表示部を有し、
　前記ディスプレイに表示される前記作業情報に応じて、前記第１タッチボタン及び前記
第１物理ボタンに割り当てられる機能を変更する機能変更装置を備え、
　前記第１タッチボタンの表示状態が前記第１表示状態である場合、前記第１タッチボタ
ン及び前記第１物理ボタンの操作は何れも有効であり、
　前記第１タッチボタンの表示状態が前記第２表示状態である場合、前記第１タッチボタ
ン及び前記第１物理ボタンの操作は何れも無効であり、
　前記ボタン表示装置は、前記ディスプレイに、複数の前記第１タッチボタンを縦並びで
表示させるように構成されており、
　複数の前記第１物理ボタンが、縦並びで設けられており、
　複数の前記第１タッチボタンの配置は、複数の前記第１物理ボタンの配置に対応してお
り、
　複数の前記第１タッチボタンには、それぞれ異なる機能が割り当てられ、
　複数の前記第１物理ボタンには、それぞれ、複数の前記第１タッチボタンのうち、配置
の対応する前記第１タッチボタンと同一の機能が割り当てられ、
　前記ボタン表示装置は、前記ディスプレイに、複数の第２タッチボタンを縦並びで、且
つ、複数の前記第１タッチボタンに隣接して表示させるように構成されており、
　複数の第２物理ボタンが縦並びで、且つ、複数の前記第１物理ボタンに隣接して設けら
れており、
　複数の前記第２タッチボタンの配置は、複数の前記第２物理ボタンの配置に対応してお
り、
　複数の前記第２タッチボタンには、それぞれ異なる機能が割り当てられ、
　複数の前記第２物理ボタンには、それぞれ、複数の前記第２タッチボタンのうち、配置
の対応する前記第２タッチボタンと同一の機能が割り当てられ、
　前記ディスプレイに表示される前記作業情報にかかわらず、前記第２タッチボタン及び
前記第２物理ボタンに割り当てられる機能は一定であると好適である。
【００１６】
　この構成によれば、第１タッチボタン及び第１物理ボタンの有効と無効とを状況に応じ
て切り替えることが可能な表示システムを実現できる。しかも、この構成によれば、第１
タッチボタン及び第１物理ボタンが有効または無効の何れの状態であるのかを、第１タッ
チボタンの表示状態によって例えば作業車のオペレータ等のユーザーに知らせることが可
能となる。
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【００１７】
　また、この構成によれば、ディスプレイに表示される第１タッチボタンだけでなく、第
１物理ボタンも備わることとなる。そして、第１物理ボタンには、第１タッチボタンに割
り当てられる機能と同一の機能が割り当てられている。
【００１８】
　従って、この構成であれば、例えば作業車のオペレータ等のユーザーは、作業走行中で
あっても、第１タッチボタンの代わりに第１物理ボタンを操作すれば、手触りで第１物理
ボタンの位置を確認しながら、正確な操作入力を行うことができる。そして、これにより
、第１タッチボタンに割り当てられている機能と同一の機能を働かせることが可能となる
。
【００１９】
　また、この構成であれば、ディスプレイに表示される作業情報に応じて、第１タッチボ
タン及び第１物理ボタンに割り当てられる機能が変更される。そして、第１タッチボタン
の有する機能表示部には、第１タッチボタン及び第１物理ボタンに割り当てられている機
能が表示される。
【００２０】
　従って、この構成であれば、一つの第１物理ボタンに、状況に応じて様々な機能を割り
当てることが可能となる。しかも、第１物理ボタンに割り当てられている機能が変更され
ても、例えば作業車のオペレータ等のユーザーは、第１タッチボタンの有する機能表示部
を見ることによって、第１物理ボタンに現時点でどのような機能が割り当てられているか
を確認することができる。
【００２１】
　また、この構成によれば、複数の第１物理ボタンのそれぞれの機能が、複数の第１タッ
チボタンのうちの何れの機能に対応しているのかを、例えば作業車のオペレータ等のユー
ザーが直感的に把握し易い。
【００２２】
　また、この構成によれば、複数の第２物理ボタンのそれぞれの機能が、複数の第２タッ
チボタンのうちの何れの機能に対応しているのかを、例えば作業車のオペレータ等のユー
ザーが直感的に把握し易い。
【００２３】
　しかも、この構成によれば、例えば、前の画面に戻る機能等、作業状況によらず常に必
要となる機能を第２タッチボタン及び第２物理ボタンに割り当てることによって、そのよ
うな機能の割り当てられた第２タッチボタン及び第２物理ボタンの位置を例えば作業車の
オペレータ等のユーザーが記憶しやすくなり、操作性が良好となる。
【００２４】
【００２５】
　さらに、本発明において、
　前記ボタン表示装置は、前記第２タッチボタンの表示状態を第１表示状態と第２表示状
態との間で切り替えることが可能であり、
　前記第２タッチボタンの表示状態が前記第１表示状態である場合、前記第２タッチボタ
ン及び前記第２物理ボタンの操作は何れも有効であり、
　前記第２タッチボタンの表示状態が前記第２表示状態である場合、前記第２タッチボタ
ン及び前記第２物理ボタンの操作は何れも無効であると好適である。
【００２６】
　この構成によれば、第２タッチボタン及び第２物理ボタンの有効と無効とを状況に応じ
て切り替えることが可能な表示システムを実現できる。しかも、この構成によれば、第２
タッチボタン及び第２物理ボタンが有効または無効の何れの状態であるのかを、第２タッ
チボタンの表示状態によって例えば作業車のオペレータ等のユーザーに知らせることが可
能となる。
【００２７】
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　さらに、本発明において、
　前記第２タッチボタンの表示状態が前記第１表示状態である場合、及び、前記第２タッ
チボタンの表示状態が前記第２表示状態である場合の何れの場合であっても、前記第２タ
ッチボタンは前記ディスプレイに表示されると好適である。
　さらに、本発明において、
　前記第２タッチボタンは、前記第２タッチボタン及び前記第２物理ボタンに割り当てら
れている機能を表示する割当機能表示部を有し、
　前記第２タッチボタンの表示状態が前記第２表示状態である場合、前記第２タッチボタ
ンの表示状態が前記第１表示状態である場合に比べて、前記割当機能表示部における表示
が薄くなるように構成されていると好適である。
　さらに、本発明において、
　複数の前記第１タッチボタン及び複数の前記第２タッチボタンの表示される領域である
タッチボタン表示領域と、複数の前記第１物理ボタン及び複数の前記第２物理ボタンの配
置される領域である物理ボタン配置領域と、は互いに隣接していると好適である。
【００２８】
　この構成によれば、複数の第１物理ボタン及び複数の第２物理ボタンと、複数の第１タ
ッチボタン及び複数の第２タッチボタンと、を同時に視界に収め易くなる。そのため、複
数の第１物理ボタン及び複数の第２物理ボタンのそれぞれの機能と、複数の第１タッチボ
タン及び複数の第２タッチボタンのそれぞれの機能と、の対応関係を例えば作業車のオペ
レータ等のユーザーが把握し易くなる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】トラクタの左側面図である。
【図２】運転部の構成を示す要部の横断平面図である。
【図３】端末装置の構成を示す図である。
【図４】第１タッチボタン、第２タッチボタン、第１物理ボタン、第２物理ボタンの構成
を示す端末装置の拡大図である。
【図５】ディスプレイの表示に係る制御構成を示すブロック図である。
【図６】作業走行の開始位置への移動時におけるディスプレイの表示内容を示す図である
。
【図７】作業走行の開始時におけるディスプレイの表示内容を示す図である。
【図８】作業走行中におけるディスプレイの表示内容を示す図である。
【図９】作業走行中におけるディスプレイの表示内容を示す図である。
【図１０】作業走行中におけるディスプレイの表示内容を示す図である。
【図１１】その他の実施形態における誘導開始領域を示す図である。
【図１２】その他の実施形態における誘導開始領域を示す図である。
【図１３】その他の実施形態における誘導開始領域を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明を実施するための形態について、図面に基づき説明する。尚、以下の説明におい
ては、特段の説明がない限り、前後の方向について以下のように記載している。即ち、機
体の作業走行時における前進側の進行方向が「前」であり、後進側の進行方向が「後」で
ある。そして、前後方向での前向き姿勢を基準として右側に相当する方向が「右」であり
、左側に相当する方向が「左」である。
【００３１】
　また、図３、図４、及び、図６から図１０に関する説明においては、紙面右側の方向が
「右」であり、紙面左側の方向が「左」である。
【００３２】
　〔トラクタの全体構成〕
　図１は、作業車の一例であるトラクタ１の構成を示す図である。トラクタ１は、自動運
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転による作業走行が可能であるように構成されている。
【００３３】
　図１に示すように、トラクタ１の機体前部には、原動部２が設けられている。原動部２
は、エンジン２ａを有している。また、トラクタ１は、ホイール式の走行装置３を備えて
いる。走行装置３は、左右一対の前車輪３１及び左右一対の後車輪３２を有している。
【００３４】
　エンジン２ａの動力は、主クラッチ（図示せず）及びトランスミッション６を介して、
左右一対の前車輪３１及び左右一対の後車輪３２に伝達される。そして、この動力により
、左右一対の前車輪３１及び左右一対の後車輪３２が駆動される。
【００３５】
　原動部２の後方には、運転部４が設けられている。図１及び図２に示すように、運転部
４は、運転座席４１、アームレスト４２、支持アーム４３、ステアリングホイール４４、
シャトルレバー４５、クラッチペダル４６、左右のブレーキペダル４７、端末装置５を有
している。運転部４において、オペレータは、手動による各種の運転操作を行うことがで
きる。
【００３６】
　図１及び図２に示すように、端末装置５は、支持アーム４３に支持されている。また、
オペレータは、ステアリングホイール４４を操作することによって、左右一対の前車輪３
１の操向操作を行うことができる。
【００３７】
　また、オペレータは、シャトルレバー４５を操作することによって、トラクタ１の前後
進を切り替えることができる。
【００３８】
　また、オペレータは、クラッチペダル４６を操作することによって、主クラッチの入切
操作を行うことができる。
【００３９】
　また、オペレータは、左右のブレーキペダル４７を操作することによって、左右のサイ
ドブレーキの操作を行うことができる。
【００４０】
　図１に示すように、トラクタ１の後部には、昇降機構７を介して、耕耘装置８が取り付
けられている。耕耘装置８には、エンジン２ａの動力がＰＴＯ軸９を介して伝達される。
そして、この動力により、耕耘装置８が駆動される。
【００４１】
　トラクタ１は、耕耘装置８を駆動させながら走行することによって、作業走行を行うこ
とができる。
【００４２】
　〔端末装置の構成〕
　図３及び図４は、自動運転による作業走行中における端末装置５を示す図である。この
とき、端末装置５の有するディスプレイ５１の右端部分には、５つの第１タッチボタン１
１及び５つの第２タッチボタン１２が、それぞれ縦並びで表示されている。５つの第１タ
ッチボタン１１及び５つの第２タッチボタン１２には、それぞれ、異なる機能が割り当て
られている。
【００４３】
　また、ディスプレイ５１は、タッチパネル式である。オペレータは、５つの第１タッチ
ボタン１１及び５つの第２タッチボタン１２の何れかをタッチ操作することによって、タ
ッチ操作したボタンに割り当てられた機能を働かせることができる。
【００４４】
　また、ディスプレイ５１には、作業に関する情報である作業情報が表示される。図３に
示す例において、ディスプレイ５１には、作業情報として、作業走行が行われる作業地Ｗ
におけるトラクタ１の位置と、作業地Ｗにおける目標走行経路Ｌと、がマップ状に表示さ
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れている。
【００４５】
　図３及び図４に示すように、端末装置５は、ディスプレイ５１の外部に設けられた５つ
の第１物理ボタン２１及び５つの第２物理ボタン２２を備えている。５つの第１物理ボタ
ン２１及び５つの第２物理ボタン２２は、それぞれ縦並びで設けられている。
【００４６】
　５つの第１物理ボタン２１及び５つの第２物理ボタン２２には、それぞれ、異なる機能
が割り当てられている。オペレータは、５つの第１物理ボタン２１及び５つの第２物理ボ
タン２２の何れかを押下することによって、押下したボタンに割り当てられた機能を働か
せることができる。
【００４７】
　図３及び図４に示すように、５つの第１タッチボタン１１は、第１ボタンｂ１、第２ボ
タンｂ２、第３ボタンｂ３、第４ボタンｂ４、第５ボタンｂ５から構成されている。また
、５つの第２タッチボタン１２は、第６ボタンｂ６、第７ボタンｂ７、第８ボタンｂ８、
第９ボタンｂ９、第１０ボタンｂ１０から構成されている。
【００４８】
　また、図３及び図４に示すように、５つの第１物理ボタン２１は、第１１ボタンｂ１１
、第１２ボタンｂ１２、第１３ボタンｂ１３、第１４ボタンｂ１４、第１５ボタンｂ１５
から構成されている。また、５つの第２物理ボタン２２は、第１６ボタンｂ１６、第１７
ボタンｂ１７、第１８ボタンｂ１８、第１９ボタンｂ１９、第２０ボタンｂ２０から構成
されている。
【００４９】
　図３及び図４に示すように、５つの第１タッチボタン１１の配置は、５つの第１物理ボ
タン２１の配置に対応している。また、５つの第２タッチボタン１２の配置は、５つの第
２物理ボタン２２の配置に対応している。
【００５０】
　また、図３及び図４に示すように、５つの第２タッチボタン１２は、５つの第１タッチ
ボタン１１に隣接して表示されている。さらに、５つの第２物理ボタン２２は、５つの第
１物理ボタン２１に隣接して設けられている。そして、５つの第１タッチボタン１１及び
５つの第２タッチボタン１２の表示される領域であるタッチボタン表示領域Ｄ１と、５つ
の第１物理ボタン２１及び５つの第２物理ボタン２２の配置される領域である物理ボタン
配置領域Ｄ２と、は互いに隣接している。
【００５１】
　５つの第１物理ボタン２１には、５つの第１タッチボタン１１に割り当てられる機能と
同一の機能が割り当てられている。また、５つの第２物理ボタン２２には、５つの第２タ
ッチボタン１２に割り当てられる機能と同一の機能が割り当てられている。
【００５２】
　より具体的には、第１ボタンｂ１及び第１１ボタンｂ１１には同一の機能が割り当てら
れる。また、第２ボタンｂ２及び第１２ボタンｂ１２には同一の機能が割り当てられる。
そして、同様に、第３ボタンｂ３及び第１３ボタンｂ１３、第４ボタンｂ４及び第１４ボ
タンｂ１４、第５ボタンｂ５及び第１５ボタンｂ１５、第６ボタンｂ６及び第１６ボタン
ｂ１６、第７ボタンｂ７及び第１７ボタンｂ１７、第８ボタンｂ８及び第１８ボタンｂ１
８、第９ボタンｂ９及び第１９ボタンｂ１９、第１０ボタンｂ１０及び第２０ボタンｂ２
０には、それぞれ、同一の機能が割り当てられる。
【００５３】
　即ち、５つの第１物理ボタン２１には、それぞれ、５つの第１タッチボタン１１のうち
、配置の対応する第１タッチボタン１１と同一の機能が割り当てられる。また、５つの第
２物理ボタン２２には、それぞれ、５つの第２タッチボタン１２のうち、配置の対応する
第２タッチボタン１２と同一の機能が割り当てられる。
【００５４】



(8) JP 2021-59334 A5 2021.9.24

　また、図３及び図４に示すように、第１ボタンｂ１～第５ボタンｂ５は、それぞれ、第
１機能表示部ｆ１～第５機能表示部ｆ５（それぞれ、本発明に係る「機能表示部」に相当
）を有している。また、第６ボタンｂ６～第１０ボタンｂ１０は、それぞれ、第６機能表
示部ｆ６～第１０機能表示部ｆ１０（それぞれ、本発明に係る「割当機能表示部」に相当
）を有している。
【００５５】
　第１機能表示部ｆ１～第１０機能表示部ｆ１０は、それぞれ、第１ボタンｂ１～第１０
ボタンｂ１０に割り当てられている機能を表示している。
【００５６】
　また、上述の通り、第１ボタンｂ１～第１０ボタンｂ１０の機能は、第１１ボタンｂ１
１～第２０ボタンｂ２０の機能に対応している。従って、第１機能表示部ｆ１～第１０機
能表示部ｆ１０は、それぞれ、第１１ボタンｂ１１～第２０ボタンｂ２０に割り当てられ
ている機能も表示していることとなる。
【００５７】
　〔制御装置について〕
　図５には、自車方位検出装置６１、自車位置検出装置６２、制御装置１００が示されて
いる。自車方位検出装置６１、自車位置検出装置６２、制御装置１００は、何れも、トラ
クタ１に備えられている。
【００５８】
　自車方位検出装置６１は、自車の走行方位を検出する。また、自車位置検出装置６２は
、自車位置を検出する。
【００５９】
　図５に示すように、制御装置１００には、自車方位検出装置６１、自車位置検出装置６
２、端末装置５から各種の信号が入力される。そして、制御装置１００は、入力された各
種の信号に基づいて、走行装置３及び端末装置５へ所定の信号を出力する。
【００６０】
　また、図５に示すように、制御装置１００は、ボタン表示部１０１（本発明に係る「ボ
タン表示装置」に相当）、情報表示部１０２（本発明に係る「情報表示装置」に相当）、
機能変更部１０３（本発明に係る「機能変更装置」に相当）、指標値算出部１０４、指標
値表示部１０５、色分け処理部１０６、誘導指標表示部１０７、位置判定部１０８、誘導
制御部１０９、残り時間表示部１１０を有している。
【００６１】
　また、図３及び図５に示すように、トラクタ１は、トラクタ１の走行を制御する走行制
御装置Ａを備えている。走行制御装置Ａは、ディスプレイ５１と、誘導指標表示部１０７
と、位置判定部１０８と、誘導制御部１０９と、を備えている。
【００６２】
　ボタン表示部１０１は、ディスプレイ５１に、５つの第１タッチボタン１１を縦並びで
表示させるように構成されている。また、ボタン表示部１０１は、ディスプレイ５１に、
５つの第２タッチボタン１２を縦並びで、且つ、５つの第１タッチボタン１１の右側に隣
接して表示させるように構成されている。
【００６３】
　情報表示部１０２は、ディスプレイ５１に、作業情報を表示させるように構成されてい
る。例えば図３では、情報表示部１０２によって、作業走行が行われる作業地Ｗにおける
トラクタ１の位置と、作業地Ｗにおける目標走行経路Ｌと、が作業情報としてディスプレ
イ５１に表示されている。
【００６４】
　以下では、トラクタ１の自動運転による作業走行の手順に沿って、制御装置１００にお
ける各部の働きを説明する。
【００６５】
　〔作業走行の開始位置への移動について〕
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　まず、図６及び図７を参照して、作業走行の開始位置Ｓへのトラクタ１の移動について
説明する。
【００６６】
　トラクタ１によって作業地Ｗでの作業を行う際、オペレータは、まず、端末装置５を起
動させる。そして、端末装置５によって各種設定を入力する。このとき、例えば、オペレ
ータは、耕耘のラップ幅や、エンジン２ａの回転数等の設定を入力する。
【００６７】
　各種設定の入力が完了すると、図６に示すように、ディスプレイ５１にトラクタ１の現
在位置と、誘導指標Ｅと、が表示される。誘導指標Ｅは、誘導指標表示部１０７によって
、ディスプレイ５１に表示される。また、誘導指標Ｅは、作業地Ｗ内に設定された領域で
ある誘導開始領域Ｒに対応している。
【００６８】
　誘導指標Ｅには、図形Ｇ及び方向指示記号Ｈが含まれている。図形Ｇは、誘導開始領域
Ｒの位置及び形状を示している。また、方向指示記号Ｈは、作業走行の開始時でのトラク
タ１の進行方向を示している。ディスプレイ５１における方向指示記号Ｈの表示位置は、
作業地Ｗにおける誘導開始領域Ｒの位置に対応している。
【００６９】
　図６に示すように、本実施形態において、誘導開始領域Ｒは台形状である。そのため、
ディスプレイ５１に表示されている図形Ｇも台形状となっている。また、本実施形態にお
いて、誘導開始領域Ｒは、作業走行の開始時でのトラクタ１の進行方向における前進側ほ
ど狭まる形状を有している。
【００７０】
　図５に示した位置判定部１０８は、自車位置検出装置６２からの信号に基づいて、トラ
クタ１が誘導開始領域Ｒ内に位置しているか否かを判定するように構成されている。また
、誘導制御部１０９は、位置判定部１０８によりトラクタ１が誘導開始領域Ｒ内に位置し
ていると判定された場合に、走行装置３を制御して、トラクタ１を作業走行の開始位置Ｓ
まで走行させるように構成されている。
【００７１】
　尚、トラクタ１が誘導開始領域Ｒ内に位置しているか否かの判定においては、トラクタ
１の全体が誘導開始領域Ｒ内に位置しているか否かが判定されても良いし、トラクタ１の
一部が誘導開始領域Ｒ内に位置しているか否かが判定されても良い。
【００７２】
　また、図５に示した誘導指標表示部１０７は、誘導指標Ｅの表示状態を第１表示状態と
第２表示状態との間で切り替えることが可能である。位置判定部１０８によりトラクタ１
が誘導開始領域Ｒ内に位置していないと判定された場合、誘導指標Ｅの表示状態は第１表
示状態となる。また、位置判定部１０８によりトラクタ１が誘導開始領域Ｒ内に位置して
いると判定された場合、誘導指標Ｅの表示状態は第２表示状態となる。
【００７３】
　本実施形態においては、第１表示状態の図形Ｇの内部はオレンジ色で表示される。また
、第２表示状態の図形Ｇの内部は緑色で表示される。即ち、第１表示状態における誘導指
標Ｅの色と、第２表示状態における誘導指標Ｅの色と、が互いに異なっている。
【００７４】
　これにより、オペレータは、トラクタ１が誘導開始領域Ｒ内に位置しているか否かを把
握することが可能となる。
【００７５】
　トラクタ１が、図６に実線で示す位置に位置している場合、位置判定部１０８によって
、トラクタ１は誘導開始領域Ｒ内に位置していないと判定される。従って、このとき、誘
導制御部１０９による走行装置３の制御は行われない。また、このとき、誘導指標表示部
１０７によって、図形Ｇの内部はオレンジ色で表示される。
【００７６】
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　そして、オペレータがトラクタ１を手動で運転し、トラクタ１が図６に点線で示す位置
に到達すると、位置判定部１０８によって、トラクタ１は誘導開始領域Ｒ内に位置してい
ると判定される。これにより、誘導制御部１０９による走行装置３の制御が開始される。
また、このとき、誘導指標表示部１０７によって、図形Ｇの内部の色は、オレンジ色から
緑色に切り替えられる。
【００７７】
　尚、このとき、トラクタ１が手動運転ではなく自動運転によって図６に点線で示す位置
まで移動するように構成されていても良い。
【００７８】
　そして、誘導制御部１０９による走行装置３の制御によって、トラクタ１は、図６に点
線で示す位置から開始位置Ｓまで自動的に走行する。これにより、トラクタ１の開始位置
Ｓへの移動が完了する。
【００７９】
　トラクタ１の開始位置Ｓへの移動が完了すると、図７に示すように、作業地Ｗにおける
目標走行経路Ｌの全体がディスプレイ５１に表示される。尚、図７において、トラクタ１
は、開始位置Ｓに位置している。
【００８０】
　また、図６に示す状態では、本実施形態における第９ボタンｂ９の第９機能表示部ｆ９
には、「次へ」の文字が薄く表示されている。一方で、図７に示す状態では、第９ボタン
ｂ９の第９機能表示部ｆ９には、「次へ」の文字が濃く表示されている。
【００８１】
　図６に示す状態では、第９ボタンｂ９及び第１９ボタンｂ１９の操作は何れも無効とな
る。また、図７に示す状態では、第９ボタンｂ９及び第１９ボタンｂ１９の操作は何れも
有効となる。
【００８２】
　このように、ボタン表示部１０１は、第２タッチボタン１２の表示状態を第１表示状態
と第２表示状態との間で切り替えることが可能である。そして、第２タッチボタン１２の
表示状態が第１表示状態である場合、第２タッチボタン１２及び第２物理ボタン２２の操
作は何れも有効である。
【００８３】
　また、第２タッチボタン１２の表示状態が第２表示状態である場合、第２タッチボタン
１２及び第２物理ボタン２２の操作は何れも無効である。
【００８４】
　より具体的には、５つの第２タッチボタン１２のうち、何れかの第２タッチボタン１２
の表示状態が第１表示状態である場合、その第２タッチボタン１２には文字や記号が濃く
表示される。このとき、その第２タッチボタン１２と、その第２タッチボタン１２に対応
する第２物理ボタン２２と、の操作は何れも有効である。
【００８５】
　また、５つの第２タッチボタン１２のうち、何れかの第２タッチボタン１２の表示状態
が第２表示状態である場合、その第２タッチボタン１２には文字や記号が薄く表示される
。このとき、その第２タッチボタン１２と、その第２タッチボタン１２に対応する第２物
理ボタン２２と、の操作は何れも無効である。
【００８６】
　〔作業走行中の各ボタンの機能について〕
　次に、図３、図４、及び、図８から図１０を参照して、トラクタ１が作業走行を行って
いるときの第１ボタンｂ１～第２０ボタンｂ２０の機能について説明する。
【００８７】
　トラクタ１の開始位置Ｓへの移動が完了した後、オペレータが、トラクタ１に備わる運
転開始ボタン（図示せず）を押下すると、自動運転による作業走行が開始される。図３、
図４、及び、図８から図１０には、トラクタ１が作業走行を行っているときの端末装置５
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が示されている。
【００８８】
　トラクタ１が作業走行を行っているとき、図３、図４、図８では模式的に示されている
が、本実施形態における第１ボタンｂ１の第１機能表示部ｆ１には、「設定変更」の文字
が表示されている。図３に示す状態において、オペレータが第１ボタンｂ１または第１１
ボタンｂ１１を操作すると、図８に示すように、設定変更ウィンドウＰ１が表示される。
【００８９】
　設定変更ウィンドウＰ１には、トラクタ１の現在の車速及び耕深が表示されている。尚
、車速及び耕深は、上述した作業情報の一種である。
【００９０】
　また、トラクタ１が作業走行を行っているとき、図３及び図４では模式的に示されてい
るが、本実施形態における第２ボタンｂ２の第２機能表示部ｆ２には、「状態表示」の文
字が表示されている。また、第３ボタンｂ３の第３機能表示部ｆ３には、「作業記録」の
文字が表示されている。また、第４ボタンｂ４の第４機能表示部ｆ４には、「軌跡表示」
の文字が表示されている。また、第５ボタンｂ５の第５機能表示部ｆ５には、「軌跡クリ
ア」の文字が表示されている。
【００９１】
　設定変更ウィンドウＰ１が表示されると、図３及び図４に示す第２ボタンｂ２の第２機
能表示部ｆ２の表示は、「状態表示」の文字から、図８に示すように「＋」の記号に切り
替わる。また、同時に、第３機能表示部ｆ３の表示は「作業記録」から「－」に切り替わ
り、第４機能表示部ｆ４の表示は「軌跡表示」から「＋」に切り替わり、第５機能表示部
ｆ５の表示は「軌跡クリア」から「－」に切り替わる。
【００９２】
　また、このとき、５つの第１タッチボタン１１及び５つの第１物理ボタン２１に割り当
てられる機能も変更される。
【００９３】
　図３に示すように、設定変更ウィンドウＰ１が表示されていないとき、第１ボタンｂ１
及び第１１ボタンｂ１１の機能は、設定変更ウィンドウＰ１を開く機能である。また、第
２ボタンｂ２及び第１２ボタンｂ１２の機能は、トランスミッション６における油温等の
車両の状態表示を行う機能である。また、第３ボタンｂ３及び第１３ボタンｂ１３の機能
は、図９に示す作業状況ウィンドウＰ２を開く機能である。また、第４ボタンｂ４及び第
１４ボタンｂ１４の機能は、トラクタ１の走行軌跡の表示を行う機能である。また、第５
ボタンｂ５及び第１５ボタンｂ１５の機能は、記録されているトラクタ１の走行軌跡を消
去する機能である。
【００９４】
　一方で、図８に示すように、設定変更ウィンドウＰ１が表示されているとき、第１ボタ
ンｂ１及び第１１ボタンｂ１１の機能は、設定変更ウィンドウＰ１を閉じる機能である。
また、第２ボタンｂ２及び第１２ボタンｂ１２の機能は、トラクタ１の設定車速を増加さ
せる機能である。また、第３ボタンｂ３及び第１３ボタンｂ１３の機能は、トラクタ１の
設定車速を減少させる機能である。また、第４ボタンｂ４及び第１４ボタンｂ１４の機能
は、トラクタ１の耕深を増加させる機能である。また、第５ボタンｂ５及び第１５ボタン
ｂ１５の機能は、トラクタ１の耕深を減少させる機能である。
【００９５】
　即ち、設定変更ウィンドウＰ１が表示された際、５つの第１タッチボタン１１及び５つ
の第１物理ボタン２１に割り当てられる機能がそれぞれ変更される。そして、このような
機能変更は、ディスプレイ５１に表示される作業情報に応じて、機能変更部１０３によっ
て行われる。
【００９６】
　このように、機能変更部１０３は、ディスプレイ５１に表示される作業情報に応じて、
５つの第１タッチボタン１１及び５つの第１物理ボタン２１に割り当てられる機能を変更
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するように構成されている。
【００９７】
　また、トラクタ１が作業走行を行っているとき、図３及び図４では模式的に示されてい
るが、本実施形態の５つの第２タッチボタン１２のうちの第６ボタンｂ６の第６機能表示
部ｆ６には、「現在地」の文字が表示されている。また、第７ボタンｂ７の第７機能表示
部ｆ７には、「拡大」の文字が表示されている。また、第８ボタンｂ８の第８機能表示部
ｆ８には、「縮小」の文字が表示されている。また、第９ボタンｂ９の第９機能表示部ｆ
９には、「次へ」の文字が表示されている。また、第１０ボタンｂ１０の第１０機能表示
部ｆ１０には、「戻る」の文字が表示されている。
【００９８】
　そして、図８に示すように、設定変更ウィンドウＰ１が表示されても、５つの第２タッ
チボタン１２における第６機能表示部ｆ６、第７機能表示部ｆ７、第８機能表示部ｆ８、
第９機能表示部ｆ９、第１０機能表示部ｆ１０の表示は変化しない。
【００９９】
　また、５つの第２タッチボタン１２及び５つの第２物理ボタン２２に割り当てられる機
能は、設定変更ウィンドウＰ１が表示されているか否かにかかわらず一定である。
【０１００】
　より具体的には、図３、図４、図８に示すように、設定変更ウィンドウＰ１が表示され
ているとき及び表示されていないときの何れにおいても、第６ボタンｂ６及び第１６ボタ
ンｂ１６の機能は、作業地Ｗにおけるトラクタ１の現在地を表示する機能である。また、
第７ボタンｂ７及び第１７ボタンｂ１７の機能は、ディスプレイ５１における作業地Ｗの
マップ表示を拡大する機能である。また、第８ボタンｂ８及び第１８ボタンｂ１８の機能
は、ディスプレイ５１における作業地Ｗのマップ表示を縮小する機能である。また、第９
ボタンｂ９及び第１９ボタンｂ１９の機能は、ディスプレイ５１におけるメッセージ表示
や各種設定表示等を次の画面に進める機能である。また、第１０ボタンｂ１０及び第２０
ボタンｂ２０の機能は、一つ前の画面に戻る機能である。
【０１０１】
　このように、ディスプレイ５１に表示される作業情報にかかわらず、５つの第２タッチ
ボタン１２及び５つの第２物理ボタン２２に割り当てられる機能は一定である。
【０１０２】
　また、図８においては、５つの第１タッチボタン１１は何れもディスプレイ５１に表示
されている。一方で、図９に示すように、作業状況ウィンドウＰ２が表示されているとき
、５つの第１タッチボタン１１のうち、第１ボタンｂ１、第２ボタンｂ２、第４ボタンｂ
４、第５ボタンｂ５は、何れもディスプレイ５１に表示されていない。
【０１０３】
　そして、図８に示す状態では、５つの第１タッチボタン１１の操作は何れも有効である
。一方で、図９に示す状態では、５つの第１タッチボタン１１のうち、第１ボタンｂ１、
第２ボタンｂ２、第４ボタンｂ４、第５ボタンｂ５の操作は何れも無効である。また、図
９に示す状態では、第１１ボタンｂ１１、第１２ボタンｂ１２、第１４ボタンｂ１４、第
１５ボタンｂ１５の操作は何れも無効である。
【０１０４】
　このように、ボタン表示部１０１は、第１タッチボタン１１の表示状態を第１表示状態
と第２表示状態との間で切り替えることが可能である。そして、第１タッチボタン１１の
表示状態が第１表示状態である場合、第１タッチボタン１１及び第１物理ボタン２１の操
作は何れも有効である。
【０１０５】
　また、第１タッチボタン１１の表示状態が第２表示状態である場合、第１タッチボタン
１１及び第１物理ボタン２１の操作は何れも無効である。
【０１０６】
　より具体的には、５つの第１タッチボタン１１のうち、何れかの第１タッチボタン１１
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の表示状態が第１表示状態である場合、その第１タッチボタン１１はディスプレイ５１に
表示される。このとき、その第１タッチボタン１１と、その第１タッチボタン１１に対応
する第１物理ボタン２１と、の操作は何れも有効である。
【０１０７】
　また、５つの第１タッチボタン１１のうち、何れかの第１タッチボタン１１の表示状態
が第２表示状態である場合、その第１タッチボタン１１はディスプレイ５１に表示されな
い。このとき、その第１タッチボタン１１と、その第１タッチボタン１１に対応する第１
物理ボタン２１と、の操作は何れも無効である。
【０１０８】
　〔作業走行中の指標値の表示について〕
　図３及び図８から図１０に示すように、ディスプレイ５１の上部には、指標値表示領域
Ｑが位置している。指標値表示領域Ｑには、目標走行経路Ｌに対する実際の走行軌跡のず
れの程度を示す指標値が表示される。
【０１０９】
　本実施形態において、この指標値は、目標走行経路Ｌの方位に対する自車の走行方位の
方位偏差である。尚、この指標値は、方位偏差に限定されず、目標走行経路Ｌに対する自
車位置の位置偏差であっても良い。
【０１１０】
　本実施形態において、この指標値としての方位偏差は、自車方位検出装置６１からの信
号に基づいて、指標値算出部１０４によって算出される。そして、算出された方位偏差は
、指標値表示部１０５によって、指標値表示領域Ｑに表示される。尚、指標値表示部１０
５によって指標値表示領域Ｑに表示される内容は、数字だけに限らない。指標値表示部１
０５は、ずれの方向や方位偏差の大きさを示すインジケータ等も指標値表示領域Ｑに表示
することができる。
【０１１１】
　また、指標値表示部１０５は、方位偏差を、方位偏差の大きさに応じて、緑色、黄色、
赤色のうちの何れかの色でディスプレイ５１に表示させるように構成されている。より具
体的には、表示される方位偏差の色は、方位偏差が比較的小さい場合は緑色、方位偏差が
中程度である場合は黄色、方位偏差が比較的大きい場合は赤色となる。
【０１１２】
　図３及び図１０に示すように、方位偏差が比較的小さい場合は、指標値表示領域Ｑに数
字は表示されない。このとき、指標値表示領域Ｑには、指標値表示部１０５によって、緑
色の横長六角形のインジケータが表示される。このインジケータにより、現在の方位偏差
が比較的小さいことがオペレータに知らされる。即ち、このインジケータは、方位偏差を
表示するものである。
【０１１３】
　また、図８及び図９に示すように、方位偏差が中程度または比較的大きい場合は、指標
値表示部１０５によって、指標値表示領域Ｑに方位偏差を示す数字が表示される。また、
このとき、方位偏差を示す数字に隣接する位置には、指標値表示部１０５によって、ずれ
の方向及び大きさを示すインジケータが表示される。図８及び図９に示す例では、このイ
ンジケータにより、目標走行経路Ｌの方位に対する自車の走行方位が右側にずれているこ
とが示されている。
【０１１４】
　そして、これらの数字及びインジケータは、方位偏差が中程度である場合は黄色で表示
され、方位偏差が比較的大きい場合は赤色で表示される。
【０１１５】
　図５に示した色分け処理部１０６は、図１０に示すように、ディスプレイ５１に表示さ
れる目標走行経路Ｌのうち、トラクタ１の走行が完了した部分を、緑色、黄色、赤色に色
分けするように構成されている。
【０１１６】



(14) JP 2021-59334 A5 2021.9.24

　より具体的には、色分け処理部１０６は、指標値表示領域Ｑにおいて方位偏差が緑色で
表示されていた区間を緑色に色分けし、方位偏差が黄色で表示されていた区間を黄色に色
分けし、方位偏差が赤色で表示されていた区間を赤色に色分けする。
【０１１７】
　本実施形態においては、トラクタ１が図１０に示す第１区間ｓ１を走行していたとき、
指標値表示領域Ｑにおいて方位偏差が緑色で表示されていたものとする。また、トラクタ
１が図１０に示す第２区間ｓ２を走行していたとき、指標値表示領域Ｑにおいて方位偏差
が黄色で表示されていたものとする。また、トラクタ１が図１０に示す第３区間ｓ３を走
行していたとき、指標値表示領域Ｑにおいて方位偏差が赤色で表示されていたものとする
。
【０１１８】
　このとき、図１０に示すように、ディスプレイ５１に表示される目標走行経路Ｌのうち
、第１区間ｓ１は緑色で色分けされる。また、第２区間ｓ２は黄色で色分けされる。また
、第３区間ｓ３は赤色で色分けされる。
【０１１９】
　このように、色分け処理部１０６は、ディスプレイ５１に表示される目標走行経路Ｌの
うち、走行が完了した部分を、指標値に応じて色分けするように構成されている。
【０１２０】
　図１０に示すように、ディスプレイ５１は、残り時間表示ウィンドウＰ３を表示するこ
とが可能である。残り時間表示ウィンドウＰ３には、トラクタ１が目標走行経路Ｌの全体
を走行し終えるまでの残り時間の予測値が表示される。
【０１２１】
　この残り時間の予測値は、図５に示した残り時間表示部１１０によって、ディスプレイ
５１に表示される。
【０１２２】
　以上で説明した構成によれば、トラクタ１には、ディスプレイ５１に表示される第１タ
ッチボタン１１だけでなく、第１物理ボタン２１も備わることとなる。そして、第１物理
ボタン２１には、第１タッチボタン１１に割り当てられる機能と同一の機能が割り当てら
れている。
【０１２３】
　従って、以上で説明した構成であれば、オペレータは、作業走行中であっても、第１タ
ッチボタン１１の代わりに第１物理ボタン２１を操作すれば、手触りで第１物理ボタン２
１の位置を確認しながら、正確な操作入力を行うことができる。そして、これにより、第
１タッチボタン１１に割り当てられている機能と同一の機能を働かせることが可能となる
。
【０１２４】
　また、以上で説明した構成であれば、ディスプレイ５１に表示される作業情報に応じて
、第１タッチボタン１１及び第１物理ボタン２１に割り当てられる機能が変更される。そ
して、第１タッチボタン１１の有する第１機能表示部ｆ１～第５機能表示部ｆ５には、第
１タッチボタン１１及び第１物理ボタン２１に割り当てられている機能が表示される。
【０１２５】
　従って、以上で説明した構成であれば、一つの第１物理ボタン２１に、状況に応じて様
々な機能を割り当てることが可能となる。しかも、第１物理ボタン２１に割り当てられて
いる機能が変更されても、オペレータは、第１タッチボタン１１の有する第１機能表示部
ｆ１～第５機能表示部ｆ５を見ることによって、第１物理ボタン２１に現時点でどのよう
な機能が割り当てられているかを確認することができる。
【０１２６】
　〔その他の実施形態〕
　（１）上記実施形態では、図６に示すように、誘導開始領域Ｒは台形状である。そのた
め、ディスプレイ５１に表示されている図形Ｇも台形状となっている。しかしながら、こ
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の構成に代えて、図１１に示すように、誘導開始領域Ｒが扇形状であり、ディスプレイ５
１に表示されている図形Ｇも扇形状である構成であっても良い。また、図１２に示すよう
に、誘導開始領域Ｒが三角形状であり、ディスプレイ５１に表示されている図形Ｇも三角
形状である構成であっても良い。また、図１３に示すように、誘導開始領域Ｒが長方形状
であり、ディスプレイ５１に表示されている図形Ｇも長方形状である構成であっても良い
。
【０１２７】
　（２）上記実施形態では、第１タッチボタン１１、第２タッチボタン１２、第１物理ボ
タン２１、第２物理ボタン２２が、それぞれ縦並びで５つずつ設けられている。しかしな
がら、この構成に代えて、複数の第１タッチボタン１１、複数の第２タッチボタン１２、
複数の第１物理ボタン２１、複数の第２物理ボタン２２が、それぞれ横並びで設けられて
いても良い。また、第１タッチボタン１１、第２タッチボタン１２、第１物理ボタン２１
、第２物理ボタン２２の設けられる個数は、それぞれ、６つ以上であっても良いし、４つ
以下であっても良い。また、第１タッチボタン１１、第２タッチボタン１２、第１物理ボ
タン２１、第２物理ボタン２２は、それぞれ１つずつ設けられていても良い。
【０１２８】
　（３）第２タッチボタン１２は設けられていなくても良い。
【０１２９】
　（４）第２物理ボタン２２は設けられていなくても良い。
【０１３０】
　（５）複数の第２タッチボタン１２のうち、何れかの第２タッチボタン１２の表示状態
が第１表示状態である場合、その第２タッチボタン１２はディスプレイ５１に表示され、
表示状態が第２表示状態である場合、その第２タッチボタン１２はディスプレイ５１に表
示されない構成であっても良い。
【０１３１】
　（６）複数の第１タッチボタン１１のうち、何れかの第１タッチボタン１１の表示状態
が第１表示状態である場合、その第１タッチボタン１１には文字や記号が濃く表示され、
表示状態が第２表示状態である場合、その第１タッチボタン１１には文字や記号が薄く表
示される構成であっても良い。
【０１３２】
　（７）複数の第１タッチボタン１１の表示状態を第１表示状態と第２表示状態との間で
切り替えることができない構成であっても良い。
【０１３３】
　（８）複数の第２タッチボタン１２の表示状態を第１表示状態と第２表示状態との間で
切り替えることができない構成であっても良い。
【０１３４】
　（９）複数の第１タッチボタン１１と複数の第２タッチボタン１２とが、互いに隣接し
ていなくても良い。例えば、ディスプレイ５１の左端部分に複数の第１タッチボタン１１
が設けられると共に、ディスプレイ５１の右端部分に複数の第２タッチボタン１２が設け
られる構成であっても良い。
【０１３５】
　（１０）タッチボタン表示領域Ｄ１と、物理ボタン配置領域Ｄ２と、は互いに隣接して
いなくても良い。例えば、ディスプレイ５１の左端部分にタッチボタン表示領域Ｄ１が設
けられると共に、ディスプレイ５１の右側の位置に物理ボタン配置領域Ｄ２が設けられる
構成であっても良い。
【０１３６】
　（１１）走行装置３はクローラ式であっても良いし、セミクローラ式であっても良い。
【０１３７】
　（１２）誘導指標Ｅの表示状態が第１表示状態である場合の図形Ｇの内部の色は、オレ
ンジ色以外の色で表示されていても良い。
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【０１３８】
　（１３）誘導指標Ｅの表示状態が第２表示状態である場合の図形Ｇの内部の色は、緑色
以外の色で表示されていても良い。
【０１３９】
　（１４）第１表示状態における誘導指標Ｅの色と、第２表示状態における誘導指標Ｅの
色と、が同一であっても良い。その場合、例えば、第１表示状態における誘導指標Ｅは点
滅状態で表示され、第２表示状態における誘導指標Ｅは点灯状態で表示される構成であっ
ても良い。
【０１４０】
　（１５）誘導指標Ｅの表示状態を第１表示状態と第２表示状態との間で切り替えること
ができない構成であっても良い。
【０１４１】
　（１６）誘導指標Ｅが、図形Ｇと方向指示記号Ｈとのうち、方向指示記号Ｈのみを含ん
でいても良い。即ち、ディスプレイ５１に方向指示記号Ｈのみが表示され、図形Ｇが表示
されない構成であっても良い。
【０１４２】
　（１７）誘導指標Ｅが、図形Ｇと方向指示記号Ｈとのうち、図形Ｇのみを含んでいても
良い。即ち、ディスプレイ５１に図形Ｇのみが表示され、方向指示記号Ｈが表示されない
構成であっても良い。
【０１４３】
　（１８）自車方位検出装置６１は備えられていなくても良い。
【０１４４】
　（１９）自車位置検出装置６２は備えられていなくても良い。
【０１４５】
　（２０）ディスプレイ５１に指標値が表示されない構成であっても良い。
【０１４６】
　（２１）ディスプレイ５１に表示される指標値の色は、指標値の大きさにかかわらず常
に一定であっても良い。
【０１４７】
　（２２）色分け処理部１０６が、ディスプレイ５１に表示される指標値の色とは無関係
に目標走行経路Ｌを色分けするように構成されていても良い。
【０１４８】
　（２３）ディスプレイ５１に表示される指標値の色は、緑色、黄色、赤色以外の色であ
っても良い。
【０１４９】
　（２４）色分け処理部１０６による色分けは、上記実施形態における色分けパターンに
限定されない。例えば、目標走行経路Ｌを、緑色、黄色、赤色の組み合わせ以外の色の組
み合わせで色分けする構成であっても良い。また、目標走行経路Ｌを、２色に色分けする
構成であっても良いし、４色以上に色分けする構成であっても良い。
【０１５０】
　（２５）残り時間表示部１１０は備えられていなくても良い。
【０１５１】
　（２６）トラクタ１は、自動運転による作業走行ができず、手動運転による作業走行の
みが可能である構成であっても良い。
【産業上の利用可能性】
【０１５２】
　本発明は、トラクタの他、自脱型コンバイン、普通型コンバイン、トウモロコシ収穫機
、田植機等にも利用可能である。
【符号の説明】
【０１５３】
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　１　　　トラクタ（作業車）
　１１　　第１タッチボタン
　１２　　第２タッチボタン
　２１　　第１物理ボタン
　２２　　第２物理ボタン
　５１　　ディスプレイ
　１０１　ボタン表示部（ボタン表示装置）
　１０２　情報表示部（情報表示装置）
　１０３　機能変更部（機能変更装置）
　Ｄ１　　タッチボタン表示領域
　Ｄ２　　物理ボタン配置領域
　ｆ１　　第１機能表示部（機能表示部）
　ｆ２　　第２機能表示部（機能表示部）
　ｆ３　　第３機能表示部（機能表示部）
　ｆ４　　第４機能表示部（機能表示部）
　ｆ５　　第５機能表示部（機能表示部）
　ｆ６　　第６機能表示部（割当機能表示部）
　ｆ７　　第７機能表示部（割当機能表示部）
　ｆ８　　第８機能表示部（割当機能表示部）
　ｆ９　　第９機能表示部（割当機能表示部）
　ｆ１０　第１０機能表示部（割当機能表示部）


	header
	written-amendment

